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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 2月 2日 (2007.2.2)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ク ス サ イ チ ュ ー で 炭 化 水 素 の 水 素 化 転 化 触 媒 を 酸
化 性 不 動 態 化 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 前 記 の 硫 化 さ れ た 触 媒 を 少 な く と も ２ 種 の 処 理 、
す な わ ち 、 少 な く と も １ 種 の 酸 化 性 ガ ス 流 れ と 接 触 さ せ る 処 理 、 お よ び 初 留 点 が １ ２ ０ ℃
よ り も 高 い 少 な く と も １ 種 の 有 機 液 体 （ こ の 有 機 液 体 が 前 記 触 媒 の 細 孔 を 少 な く と も 部 分
的 に 充 満 す る ） と 接 触 さ せ る 処 理 、 を 実 施 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 第 １ 工 程 に お い て 、 前 記 硫 化 さ れ た 触 媒 を 少 な く と も １ 種 の 酸 化 性 ガ ス 流 れ と 接 触 さ せ
、 そ し て 第 ２ 工 程 に お い て 、 そ れ を 前 記 有 機 液 体 と 接 触 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 第 １ 工 程 に お い て 、 前 記 硫 化 さ れ た 触 媒 を 前 記 有 機 液 体 と 接 触 さ せ 、 そ し て 第 ２ 工 程 に
お い て 、 そ れ を 少 な く と も １ 種 の 酸 化 性 ガ ス 流 れ と 接 触 さ せ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ガ ス 流 れ と の 接 触 を 、 酸 素 の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ 未 満 の 第 １ 段 と 、 酸 素 の 分 圧 が 前 記 第
１ 段 よ り は 高 い が 最 大 で ２ １ ． ３ ｋ Ｐ ａ の 第 ２ 段 と の 、 ２ 段 で 実 施 す る 、 請 求 項 １ ～ ３ の
い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 記 第 ２ 段 を 、 空 気 の 存 在 下 で 実 施 す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ガ ス 流 れ と の 接 触 を 、 い ず れ も そ の 酸 素 の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ を 超 え る １ 種 ま た は 複 数

の ガ ス 流 れ を 用 い て １ 段 ま た は 多 段 で 実 施 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 １ 種 ま た は 複 数 の 流 れ が 空 気 で あ る 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 触 媒 が 移 動 し て い る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 触 媒 が 移 動 床 中 に あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 回 転 炉 、 流 動 床 炉 、 帯 状 炉 、 重 力 床 反 応 炉 ま た は 上 昇 床 装 置 の 中 で 実 施 す る 、 請 求 項 ９
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 記 有 機 液 体 が 、 灯 油 、 ガ ス オ イ ル 、 減 圧 蒸 留 留 出 物 、 潤 滑 油 、 ワ ッ ク ス お よ び 初 留 点
が １ ８ ０ ℃ よ り 高 い パ ラ フ ィ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か １
項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 有 機 液 体 が 、 酸 素 、 硫 黄 お よ び 窒 素 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ヘ テ ロ 原 子 を
含 む 有 機 化 合 物 で あ る 、 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 有 機 化 合 物 が 、 ア ル コ ー ル 、 ア ル デ ヒ ド 、 ケ ト ン 、 エ ス テ ル 、 ア ミ ン 、 ア ミ ド 、 メ
ル カ プ タ ン 、 ス ル フ ィ ド お よ び ス ル ホ ン か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 有 機 化 合 物 が 、 好 ま し く は 動 物 油 ま た は 植 物 油 お よ び 部 分 的 に 不 飽 和 な 脂 肪 酸 ト リ
グ リ セ リ ド エ ス テ ル か ら 選 択 さ れ る エ ス テ ル で あ る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 よ り 詳 し く は 本 発 明 は 、 エ ク サ イ チ ュ ー で 炭 化 水 素
の 水 素 化 転 化 触 媒 を 酸 化 性 不 動 態 化 す る た め の 方 法 に 関 し 、 前 記 の 硫 化 さ れ た 触 媒 を 少 な
く と も ２ 種 の 処 理 、 す な わ ち 少 な く と も １ 種 の 酸 化 性 ガ ス 流 れ と 接 触 さ せ る 処 理 、 お よ び
初 留 点 が １ ２ ０ ℃ よ り も 高 い 少 な く と も １ 種 の 有 機 液 体 と 接 触 さ せ る 処 理 を 実 施 し 、 前 記
有 機 液 体 は 前 記 触 媒 の 細 孔 を 少 な く と も 部 分 的 に 充 満 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 第 １ 工 程 は 、 （ た と え ば 、 乾 燥 ま た は 湿 潤 空 気 を 利 用 し た ） 酸 素 を 含 む ガ ス （ ま た
は ガ ス 流 れ ） の 存 在 下 で の 処 理 で あ っ て 、 こ れ は 常 温 で 好 適 に 実 施 す る こ と が で き る 。 触
媒 の 上 へ の 酸 素 吸 着 の 反 応 に よ っ て 発 熱 作 用 が 起 き る 。 こ の 作 用 を 、 こ の 物 質 の 温 度 が ５
０ ℃ 未 満 に 維 持 さ れ る よ う に 調 節 す る の が 好 ま し い 。 １ つ の 可 能 な 方 法 と し て 、 触 媒 に 接
触 す る 酸 素 の 分 圧 を 調 節 す る 方 法 が あ る 。 そ の 場 合 、 本 発 明 を 実 施 す る 好 ま し い 方 法 で は
、 第 １ 段 で 酸 素 の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ 未 満 の ガ ス を 用 い て 触 媒 を 処 理 し 、 次 い で 第 ２ 段 で 酸 素
の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ を 超 え る ガ ス を 用 い て 触 媒 を 処 理 す る 。 こ の 第 ２ 段 は 、 発 熱 作 用 が ほ と
ん ど 消 滅 し た と き に （ す な わ ち 、 固 体 の 温 度 が も は や 上 昇 し な い か ま た は そ の 上 昇 が わ ず
か に な っ た と き に ） 開 始 す る の が 好 ま し い が 、 そ の 温 度 上 昇 を 抑 制 す る 手 段 が 備 わ っ て い
る 場 合 に は 、 そ の 第 ２ 段 を も っ と 早 く か ら 開 始 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 酸 化 性 不 動 態
化 方 法 を 、 酸 素 の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ よ り 高 い １ 種 ま た は 複 数 の ガ ス 流 れ を 用 い て 直 接 実 施
す る こ と も 可 能 で あ る 。 適 切 な 熱 除 去 の 手 段 が 備 え ら れ て い る な ら ば 、 こ れ は 空 気 で あ っ
て も よ い 。 触 媒 仕 込 み 原 料 が 移 動 床 中 に あ る 場 合 、 特 に 移 動 床 が 、 た と え ば 回 転 炉 、 流 動
床 炉 、 帯 状 炉 、 重 力 床 反 応 炉 、 あ る い は 上 昇 床 装 置 な ど の よ う な 場 合 に は 、 こ の こ と は 特
に あ て は ま る 。
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ 工 程 は 、 前 記 触 媒 の 細 孔 の 中 に 、 少 な く と も １ 種 の 有 機 液 体 （ 炭 化 水 素 ま た は 有 機
化 合 物 ） を 含 浸 さ せ る た め の 処 理 で あ る 。 こ の 有 機 液 体 （ ま た は 留 分 ） は 、 初 留 点 が １ ２
０ ℃ を 超 え る 、 好 ま し く は １ ８ ０ ℃ を 超 え る 、 よ り 好 ま し く は ２ ４ ０ ℃ を 超 え る も の で あ
る 。 そ の 液 体 は 、 ホ ワ イ ト ス ピ リ ッ ト 、 灯 油 、 ガ ス オ イ ル 、 減 圧 蒸 留 留 出 物 、 潤 滑 油 、 ワ
ッ ク ス ま た は パ ラ フ ィ ン か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 液 状 炭 化 水 素 で あ っ て よ い 。 別 な 炭 化
水 素 試 剤 も 使 用 す る こ と は で き る が 、 た だ し 、 そ の 試 剤 が 、 反 応 器 中 で 触 媒 を 使 用 す る 初
期 の 段 階 で 除 去 さ れ て 、 そ れ に よ り 、 処 理 す べ き 供 給 原 料 の 分 子 が そ の 触 媒 の 活 性 点 へ 到
達 す る こ と が 妨 害 さ れ る よ う な こ と が 全 く な い 、 と い う 必 要 が あ る 。 化 合 物 は 、
炭 素 お よ び 水 素 、 場 合 に よ っ て は ヘ テ ロ 原 子 た と え ば 酸 素 、 硫 黄 ま た は 窒 素 を 含 む 有 機 化
合 物 で あ る の が 好 ま し く 、 例 を 挙 げ れ ば 、 ア ル コ ー ル 、 ア ル デ ヒ ド 、 ケ ト ン 、 エ ス テ ル 、
ア ミ ン 、 ア ミ ド 、 メ ル カ プ タ ン 、 ス ル フ ィ ド ま た は ス ル ホ ン な ど で あ る 。 特 に 好 適 な エ ス
テ ル は 、 植 物 油 ま た は 動 物 油 、 特 に 不 飽 和 脂 肪 酸 ト リ グ リ セ リ ド で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 工 業 規 模 の 実 施 態 様 で 好 ま し い の は 、 前 記 ガ ス 流 れ と の 接 触 を 、 １ 種 ま た は 複 数 の い
ず れ も そ の 酸 素 の 分 圧 が ８ ｋ Ｐ ａ を 超 え る ガ ス 流 れ を 用 い て 、 １ 段 ま た は 多 段 で 実 施 す る
こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の １ 種 ま た は 複 数 の 流 れ が 空 気 で あ れ ば 、 特 に 好 ま し い 。
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